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　Ⅰ．はじめに

今日では，将来の職業や具体的な学業内容について明

確な自覚を持っている学生が減り，いわば「自分探し」を

するために大学に入学してくる学生が増えているといわ

れている１）。また，多くの学生は青年期特有の発達課題

をかかえ，自分が選択した学問分野への迷いも生じやす

く，精神的に不安定な世代である。

そのなかにあって看護系大学では，人々の健康を守る

専門的職業人を育成するため，全人格的な教養教育と，

高度な専門的・実践的教育が行われており，その履修内
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容は，学内演習・臨床実習を中心とした過密な教育課程

となっている。そのためか保健室では，睡眠不足や慢性

疲労・実習中の体調不良を訴え相談に来る学生が目立つ

現状がある。

そこで今回，学生が心身共に健康で充実した学生生活

を送ることができるよう支援するため，学生の健康状態

と生活実態を把握する目的で本調査を行った。

調査は日常生活習慣やアルバイトについても行ってい

るが，今回は，看護学生の健康状態と学生生活の実態に

ついて報告する。

Ⅱ．方法

1． 調査対象者

看護学部・看護短期大学部に在籍する学生518 名

（看護学部：216名・看護短期大学部：302名）

2． 調査期間

平成17年11月～平成18年1月（各学年，実習期間終了

後任意の一日）
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3．調査方法

質問紙調査法（無記名。質問紙は，他の看護系大学の学

生生活実態調査２）を参考に研究者らが作成。）を用い，調

査期間内で学年ごとに学生が集合する時間を調整し，そ

の場で調査用紙を配布，記入・回収した。

4． 調査内容

質問項目は，基本調査６項目（性別・所属・住居・同居

者の有無・通学方法・通学時間），健康状態４項目（バイ

タルサインズ・基礎体温測定・健康状態・健康問題），学

生生活４項目（充実度・重視すること・悩み，不安・相談

相手），日常生活５項目（食事・睡眠・学習時間・自由時

間・その他の生活習慣），アルバイト８項目（経験・目的・

職種・掛け持ちの有無・時期・日／週・時間／回・学業

への支障）で，合計27項目とした。

5． 対象者への倫理的配慮

対象者には，本調査の趣旨とプライバシーの保護を質

問紙の冒頭に明記し協力を依頼，同意が得られたものを

回収した。

6． 分析方法

調査結果は，Excel2003を用い集計・分析した。

Ⅲ．結果

調査対象者518名に対し回答者は439名で，回収率は

84.7％であった。回答者の性別割合は，男性3.6％，女性

96.4％であった。

1． 心身の健康状態

心身の健康状態については，図1に示す。全体では，「健

康である」･「ほぼ健康である」を合わせ74.9％，「あまり

健康ではない」･「健康ではない」･「現在治療中の病気があ

る」を合わせ，25.1％であった。学年別にみると，大学で

は高学年になるにつれ，「健康である」･「ほぼ健康である」

と回答した割合が高くなっている。また，短大では２年

生に「あまり健康ではない」と回答した割合が高く，３

年生では「健康である」と回答した割合が高い。

2． 健康状態で気になること

健康状態で気になることがあると回答した学生の割合

は，全学生の57.4％であった。そのうち回答内容で高率

を示した項目は，図2に示すとおり，「月経」37.2％（注：

この項目のみ健康状態に気になることがあると回答した

女子学生を母数とした），「慢性的疲労感」40.9％，「精神

的不安定」43.3％であった。学年別に見ると，大学２年生

で「月経」，大学１年生と短大３年生で「慢性的疲労感」，

また，大学１年生および短大１・２年生で「精神的不安

定」をあげた学生が50％以上であった。

3． 学生生活の充実度

学生生活の充実度に関しては図3に示す。全体では，

「充実している」･「どちらかといえば充実している」を合

わせて71.2％であった。また，「どちらともいえない」は

21.4％であり，「あまり充実していない」･「充実していな

い」は合わせて6.9％であった。

学年別にみると，学年が上がるにつれ充実していると

回答した学生が多くなり，「充実している」･「どちらかと

いえば充実している」を合わせると，大学４年生は77.1

％，短大３年生は，79.5％であった。

4． 学生生活で重視すること

学生生活で重視することについては図4に示す。全体
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図2　健康状態で気になること 
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で高率を示した項目は，「学習」72.0％，「交友関係」79.3

％であった。学年別にみると，学年が上がるにつれ「学

習」の割合が高くなっている。また，高学年になると「教

職員との関係」を重視する割合が増えている。

5． 学生生活における悩み・不安

学生生活における悩みや不安については図5に示す。

全体で高率を示した項目は，「学業」62.4％，「看護師と

しての適性」61.5％，「将来の進路」54.7％であった。

学年別にみると，悩みや不安の割合は大学・短大とも

中学年で高くなり，最終学年になると低下がみられた。

6． 悩みや不安の相談相手

悩みや不安の相談相手は図6に示すとおり，全体では

「友人」89.1％，「家族」53.1％であり，学年別にみても同

程度の割合であった。教職員への相談は，全体では7.3％

であったが，学年別にみると学習や進路の悩みが大きく

なる高学年での割合が高く，大学３年17.1％，大学４年

12.5％，短大３年10.8％であった。「誰にも相談しない」

は4.6％であった。
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図4　学生生活で重視すること 

Ⅳ．考察

本調査の結果を考察するにあたり，日本赤十字看護大

学が2000年に行った学生生活実態調査２）と，全国大学生

活協同組合連合会（以下，大学生協）が，全国40大学生協

を対象として2003年に行った第39回学生生活実態調査３）

の結果を比較対象とした。40大学生協の内訳は，国公立

大63.1％・私立大36.9％であり，専攻別では文化系52.3％・

理科系41.3％・医薬系6.4％である。

1． 健康状態について

健康状態については，全体の74.9％は心身が健康であ

ると考え，高学年に「健康である」･「ほぼ健康である」と

の回答が多かった。これは調査の時期が，大学４年生・

短大３年生は全課程が修了し，進路もほぼ決定する時期

であったことが要因と考えられる。また，低学年の「健

康である」の割合が低くなった要因は，今後の本格的な

臨地実習に向け様々な課題が課せられ，多忙な時期で

あったためと思われる。

日本赤十字看護大学が実習期間中に行った同様の調査
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図5　学生生活における悩み・不安 
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では，大学１・２年生に対して３・４年生の方が疲労や

健康状態の不調を訴えている者の割合が多い２）という結

果が報告されており，実習は学生にとって心身の健康状

態に大きな影響を与えていると考えられる。このことか

ら，実習前の準備期間から実習期間中は，特に心身の健

康管理に注意すべき時期であるといえる。

自分の健康状態で気になることは，「精神的不安定」･

「慢性的疲労感」･「月経」に関することが多かった。

大学生協の調査によると，調査対象大学の１週間の平

均登校日数は4.7日で，一日あたりの出席コマ数は平均2.6

コマとなっている３）。これに対し看護学生は，平日は連

日登校し，一日の課程終了後や週末も個人的な学習やグ

ループワーク，実習の記録整理などに時間を費やしてい

る。大学生協の調査で，健康状態で気になることがある

と回答した女子学生のうち，「疲れやすさ」と回答したも

のは24.0％であった３）ことと比べると，本調査の類似し

た調査項目で40.9％の学生が「慢性的疲労感」をあげた

ことは，看護学生の多忙さが影響しているものと考えら

れる。さらに，この状況は精神やホルモンのバランスを

崩す要因にもなるため，「精神的不安定」･「月経」が健康

状態で気になることとして高率になったものと思われる。

2． 学生生活について

学生生活の充実度は，「充実している」･「どちらかとい

えば充実している」を合わせ71.2％で，高学年の方が充

実しているとの回答が多かった。大学，短大とも最終学

年は，この時期に実習も終わり進路が決定してくるため，

心身共に安定し最後の学生生活を有意義に過ごそうとい

う意識が高まるものと思われる。

充実していると回答した学生の割合は大学生協の調査

結果３）とほぼ同じであるが，「あまり充実していない」･「充

実していない」と回答した学生の割合は，本調査6.9％，日

本赤十字看護大学11.4％２）に対し，大学生協20.0％３）で

あった。看護学生は，多忙な生活の中で心身の不安定さ

を感じながらも，充実した学生生活であると捉えている

割合が高いといえる。 充実した学生生活を送るためには，

将来の職業や具体的な学修内容について明確な自覚を持

つこと１）が重要である。この点において，看護学生は大

学生協の調査集団より高い意識を持って学んでいること

から，おのずと充実度も高まるものと考える。

学生生活で重視していることは，「交友関係」79.3％，

「学習」72.0％であった。大学生協の調査結果が，「豊かな

人間関係」19.0％，「勉強第一」26.9％３）であることと比

べると顕著に高率である。

青年期は，特に同世代との交流を大切にする時期であ

ること，約半数はひとり暮らしの学生であることに加え，

看護大学の特徴としてグループワークを行う機会が非常

に多いため，看護学生で「交友関係」をあげた割合が高

くなったと考えられる。

また学習面では，看護・保健関係の資格取得という具

体的な目標があるため，与えられた課題に取り組む意識

が高く，「学習」を重視する割合も高くなったと思われ

る。

学生生活における悩みや不安については，「学業」62.4

％，「看護師としての適性」61.5％，「将来の進路」54.7％

であった。大学生協の結果が，「勉学上のこと」49.8％，

「専門分野や進路のこと」40.4％３）であることと比べ，や

はり高率であるといえる。

看護学生は，専門的な学習を行っているが故に，卒業

後の進路が保健医療関係に固定化されやすく，柔軟性を

持って将来を展望することが難しくなるため，迷いが生

じると学業や進路に関する悩みが深くなるものと考えら

れる。

悩みや不安の相談相手は，本調査では「友人」89.1％，

「家族」53.1％であり，日本赤十字看護大学では「友人」

62.8％ ，「家族」17.3％２）であった。教職員に相談する学

生は本調査7.3％，日本赤十字看護大学0.6％２）であった。

また「誰にも相談しない」は，本調査4.9％，日本赤十字

看護大学12.2％２）であった。このことから，本調査の学

生は身近に相談相手を求めて問題解決を図っており，実

習などを通して教員との関係性が深まるため，高学年に

なると教職員への相談が増えてくるといった現状が把握

できた。

3． 今後の課題

平成17年度に日本学生支援機構が行った「大学等にお

ける学生生活支援の実態調査」４）（調査対象校，日本全国

の国公私立大学・短期大学（部）・高等専門学校1,192校，

回収率89.3％）によると，近年，学生相談が増加傾向にあ

ると回答した大学が61.7％を占めているが，学内の相談

機関が充実しているのは全体の33％にとどまっていると

報告されている。

全国的にこのような状況にある中，本調査により，看

護学生は他学部の平均的な学生に比べ，学業優先で多忙

な学生生活を送り，慢性的に疲労を感じていること，ま

た，専門的な学問を選択しているため，適性や進路への

迷いが生じると精神的に不安定になりがちであるという

実態が把握できた。このことから，看護学生には，より

きめ細やかな支援体制が望まれる。

今後の学生への支援策として，「大学における学生生活

の充実に関する調査研究協力者会議の答申」１）にあるよ

うに，教職員の意識・専門性・連携の強化と学生相談窓

口の充実が必要となる。また，ピア・サポーターを得る

ため学生の相互支援制度の導入など，学年を超えた学生

交流の機会を設けることも効果的であろう。

学生の生活実態や悩みの特徴に沿った支援を行うため，
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教職員・保健師・カウンセラー等が連携を密にし，必要

時，迅速かつ適切に対応できる体制を整えるとともに，

日頃から教職員等が学生との人間的なふれあいを通じ，

気軽に相談しやすい環境づくりをしておくことが重要と

考える。
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